
中学校第２学年 学級活動学習指導案 

１ 題材名 がんについての学習を通して命の大切さについて考える  

２ 本時のねらい 
  自分の家族が「がん」になった場合を想定した意見交流を通して、保健学習（がんの疾病概念
や予防、早期発見の大切さ等）をもとに、家族のために自分にできそうなことを考えることが
できる。 

（思考・判断・表現） 

３ 本時の展開 

過程 〇学習内容 「・」予想される生徒の思考 ◇教師の指導 ※留意事項 

導
入 
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〇講師紹介 

１ 既習事項の確認、課題づくり 

〇自分の家族が「がん」と言われたとき、どのようなこと

を思うのか考える。 

・早期発見なら９０％以上が治ると言われているけれど、

自分の家族は治るのだろうかと不安になる。 

・家族のためにできることを探す。 

自分の家族が「がん」になったとき、家族のために自

分にできそうなことを考えよう。 
 

※外部講師を紹介し、日頃からがん患

者等と接していることを紹介し、不

安や想像した心のつらさについて一

緒に考えてもらえることを伝えるこ

とで、安心感を高める。 

◇既習の内容を簡潔に振り返ったうえ

で「もし自分の家族が『がん』と診断

されたら？」と問うことで、自分事と

して想像し、主体的に考えられるよ

うにする。 

展
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３３ 

２ 自分の家族が「がん」に関する宣告を受けた時、自

分はどう向き合っていくのか考える。 

〔個人で考え作り〕→〔グループ交流〕→〔全体交流〕 

〇ロールプレイ①を見る。 

ケース①検査結果から親が大腸がんだと宣告 

・今まで迷惑をかけてきたから、これからは自分が支え

ていきたい。 

・治療に専念できるように、親のために自分ができるこ

とは自分でしよう。 

・がんと闘う親を応援したい。味方でいたい。 

・変わらずに接したい。 

〇自分たちが考えた意見に対して外部講師の話を聞く。 

〇ロールプレイ②を見る。 

ケース②親の大腸がんが末期でこの先長くないと宣告 

・これまで辛い生活を見てきたから最後は、親の望む生活

を叶えてあげたい。しっかり見守りたい。 

・最後まで諦めたくない。自分が親のためにできること

は全てしたい。 

・限りある命を、大切にしたい。 

〇外部講師の視点で話す家族の存在意義について聞く。 

※身近な人を「がん」で亡くしたり、現

在、家族が闘病中の生徒がいたりす

るため、授業中は本人の様子を観察

するなど配慮する。 

◇ロールプレイで「がんの宣告」、「末

期の宣告」を受けることを通して、親

とどう向き合っていくのか問い、自

分事として主体的に考えることがで

きるようにする。 

※生徒の考えること一つ一つが命の大

切さを考えていることだと価値づけ

るために、外部講師には班、全体交流

で出る意見を尊重してもらう。 

◇家族の「がん」宣告を通して、自分に

できることを考える姿や家族を思う

気持ちを価値づける。 

◇家族の「がん」宣告を通して、自分の

命を大切にすることにまで交流でき

ている所を紹介し、振り返りにつな

げる。 
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３ 振り返り（学びをつなげる）個人→全体交流 

〇本時を振り返り、家族ががんと診断された場合に、自分

にできそうなことをまとめる。また、命を大切にするこ

とについて自分の思いをまとめ、全体で交流する。 

・相手の思いに寄り添い、自分にできることをやっていき

たい。そのためにも、日頃から自分の思いを伝え合う関

係を築いていきたい。 

・家族の命はもちろん、自分の命も大切にこれから先、生

活していきたい。  

◇学習したことを家庭で話し、感想を

もらうようにすることで、健康の大

切さについてより深く考えることが

できるようにする。 

【評価規準】思考・判断・表現 

家族ががんと診断された場合に自

分にできそうなことをワークシート

に記述している。 
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